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論文の内容の要旨 
 
（目的） 
 本研究は、理科教育、特に生物教育におけるディープ・エコロジーの視点を導入した環境教育の理論と実践
に関した基礎知見を得ることを目指し、以下の４点を目的とした。第一に、世界を先導するアメリカの高校
生物カリキュラムである BSCS における環境倫理に関するカリキュラムの特質を解明する。第二に、アメリ
カ等を中心に学校外で広まりつつあるディープ・エコロジー教育の特質を明らかにする。第三に、ディープ・
エコロジーを中心とした環境倫理概念に対する日本の高校生の意識の特徴を解明する。第四に、ディープ・
エコロジーの視点を導入した高校生物環境教育プログラムを開発・試行し、ディープ・エコロジーの視点を
導入した環境教育を実践する際のあり方を検討する基礎的な知見を得る。 
 (対象と方法) 
 本研究は、高校生物教育を対象にし、第一の目的のために、アメリカの BSCS カリキュラム A Human 
Approach First Edition（以降 AHA と略す）における環境倫理的視点の扱いを分析する。第二の目的のため
に、アメリカ・カナダ等のディープ・エコロジー教育の実践事例について、その目的・学習形態・学習内容
等を調査、分析する。第三の目的のために、ディープ・エコロジーを中心とした環境倫理に関する質問紙調
査を実施する。第四の目的のために、日本の高校生を対象とし、ディープ・エコロジーの視点を導入した環
境教育プログラムの開発、試行を行う。最後に、上記の知見をもとに、ディープ・エコロジーを導入した環
境倫理教育のあり方を検討する基礎的な知見を得る。 
 (結果) 
 第１章では、目下、世界の環境教育は、国際的に推進されている「持続可能性に向けての教育(ESD)」と
いう大きな枠組みに添って展開されており、その環境教育の流れと連動する環境思想は、1970 年代に、人間
中心主義から環境主義へと大きく転換し、環境主義の主要な環境思想の１つとなるディープ・エコロジーは
アメリカを中心に世界に広まりつつあることを明らかにした。 
 第２章では、BSCS の AHA の環境倫理的視点の扱いの特質として、ディープ・エコロジーのエッセイを
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比較・参照するアプローチがとられているが、その中心概念である生命圏平等主義的自然観の獲得、自然と
の一体化による自己実現への到達を目的とした生態学分野の学習活動はなされていないことを明らかにした。 
 第３章では、アメリカ・カナダ等を中心として実践されている、民間レベルのディープ・エコロジー教育
の特質を明らかにした。これらは、教育目標として「自己実現」を目指しており、自然物との一体感を実感
できるような野外体験学習を導入し、地域の学校と共同して環境教育プロジェクトを実施する形態へと移行
しつつあることを解明した。 
 第４章では、高校生の環境倫理意識の実態を調査・分析し、その特徴を明らかにした。すなわち、第一に、
自然の中で自然との一体感を感じた経験は少ないこと。第二に、自然とのかかわりが密接な生徒ほどディー
プ・エコロジーの概念に肯定的であること。第三に、ディープ・エコロジーの「自己実現」意識の高さは、
自然との一体感を感じた経験と関連していること。 
 第５章では、ディープ・エコロジー教育の特質をもとに、日本の学校教育における生物教育の生態学分野
にディープ・エコロジーを導入する際の導入視点を抽出・統合し、実施校の学習状況、自然環境を考慮し、
日本の高校生の環境倫理意識調査の結果を踏まえて、日本の高等学校の生物授業で実施する環境教育プログ
ラムⅠ、Ⅱ、Ⅲを開発した。 
 第６章では、環境教育プログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲの試行とその結果を明示し、プログラムの試行による生徒の
環境意識・知識・態度の変容と課題について明らかにした。プログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲにほぼ共通する結果とし
て、「生物多様性と共生」の理解までは多くの生徒で達成されたが、「生態系の概念」については短時間のプ
ログラムでは達成されず、長期的な学習による知識の定着が課題となったこと、特に、ディープ・エコロジ
ー・ワーク「身近な自然との一体化体験」にて「原則としての生命圏平等主義的な自然観の獲得」が達成さ
れたこと、「自然との一体化」までは多くの生徒で達成されたが「自己実現」の達成は少数の生徒に留まるこ
とを指摘した。 
(考察) 
 第一に、アメリカの生物カリキュラム AHA は、環境倫理的視点としてディープ・エコロジーを導入して
いるが、その中心概念である生命圏平等主義的自然観の獲得、自然との一体化による自己実現への到達を目
的とした生態学分野の学習活動はなされていない。 
 第二に、アメリカ・カナダ等を中心として実践されている、民間レベルのディープ・エコロジー教育の代
表事例では、教育目標として「自己実現」を目指し、自然物との一体感を実感できるような野外体験学習を
導入し、地域の学校と共同して環境教育プロジェクトを実施する形態へと移行しつつある。 
 第三に、自然とのかかわりが密接な生徒ほどディープ・エコロジーの概念に肯定的であり、特に、ディー
プ・エコロジーの「自己実現」意識の高さは自然との一体感を感じた経験と関連している。 
 第四に、上記プログラムによって、「身近な自然との一体化体験」により「原則としての生命圏平等主義的
な自然観の獲得」が達成されたが、「自己実現」の達成に至ることは難しい。 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
 本研究は高校生物教育においてディープ・エコロジーの視点を導入して環境倫理教育を充実するためのさ
まざまの新たな知見を提供しており高く評価される。とりわけ、世界の中等生物教育カリキュラムを先導す
るアメリカ BSCS の AHA の同趣旨のアプローチの不十分さを指摘し、それを克服して、生物教育における環境
倫理的視点を導入した環境教育の充実を図る新たな視点と方途を、長期にわたる実践的検討に基づいて提示
した点は理科教育研究・実践上きわめて大きな意義を有している。 
平成 25 年 7月 4日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、関
連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（教育学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
